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  技術教育における教師と生徒の相互作用を 
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第 1 章 緒論 
 


























が壊されながら進化する特徴をもち，個体レベルではオートポイエーシスと呼ばれている 5)-8)。  
進化システムの特徴は，(1)それ自体には目的がなく過程だけがある，(2) 様々な要因で変異が起


















この人間の思考に関わってアリストテレスは，表 1 のように学問を大きく三つに分類した 11)。こ
の中でプラクシスとポイエーシスは，実践や制作に関わる学問で有用性や価値の創造に関わってい
る。 
表 1 アリストテレスの学問の分類 
テオリア プラクシス ポイエーシス 
理論学 実践学 制作学 
自然学 形而上学 政治学 倫理学 詩学 

















表 2 真を認識する五つの方法 
エピステーメ ソフィア ヌース フロネーシス テクネ 



























































input a； input b； c=a+b； output c； 
上記の単純なプログラムにおいて， 「input a」および 「input b」文は，そのコマンドが人にあ
る決まった数字を入力することを命令することを意味している。「c=a+b」文は，中央演算装置（CPU）
内で処理しているプログラムが次の装置の演算論理装置（ALU）にこの手順を実行させることを意






























































































 第 1 章では，まず本論文で取り扱うシステムの定義と概念を明確にすると共に人間の存在と認識
に関するシステム論的な捉え方について述べた。また，自然の中で拡大する人工物と人間社会にお
ける技術の重要性から人間形成における技術教育の必要性について述べる。この場合の技術教育は，
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表 2.1 教室の授業の構造 
授業段階 タイプ 組織 参加形態 






































































(i) Flanders の授業分析システム 31) 
N.A. Flanders の授業分析システムは，1939 年に開発された H.H. Anderon32) カテゴリシステム
の流れを汲み，その後の授業分析システムに多大の影響を与えた。Flanders の授業分析システム
(Flanders' Interaction Analysis Categories: 以下 FIAC と略す)は，J.B. Hough & E.J. Amidon，
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る。 
 
























テゴリ 5 番へ移動する行動により自分の考えを持つことを含む。 





















9. 生徒の自発的発言 生徒が主導権を持った発言 自分の考えを表現する 新し
い話題を始める意見と考えの大筋を発展させる自由，既存の構成を超えて，熟考
された質問に答える。 
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図 2.1 事象の前後における連鎖 
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に用いられ，その後日本国内でもコンピュータプログラムによる処理システムが多数開発された。




(ii) E. Amidon と E. Hunter の授業分析 33) 
E. AmidonとE. Hunterは，1967年にN.A. Flandersの授業分析システム(FIAC)を基礎にし，
M. Hughes & H. Taba ら，および J.J. Gallagher & M.J. Ashner の授業分析システムのカテゴリ
の一部分を改良して授業分析システムを開発した。この相互作用カテゴリシステム (Verbal 




















































b.予測不可能な反応 広義の質問に対応するもので，カテゴリ 3 またはカテ
ゴリ 10 に続くこともある 
8.他の生徒への反応ある生徒が他の生徒の考え，会話，質問に応答するときに用いられる 



















第 2 章 教師と生徒の相互作用としての授業活動 
研究者は授業を言語的相互作用過程と見なしていた。この流れを汲み，Amidon と Hunter は授業
を，教師と生徒との間に生じ，しかも一定の定義可能な行勤の範囲内で生ずる教室の話合いを含ん
だ交互作用過程であると定義し，教室の話合いは分類し分析することが可能であるとした。 
表 2.3 の VICS 法のカテゴリ分類では，大きく教師の主導的発言または応答的発言及び生徒の主
導的発言または応答的発言の四つに分けている。これにその他のカテゴリが加わっている。この
VICS 法の分析手順は，まず授業過程の言語行動を音声収録し，それを再生しながら記録用紙に文







(i) G. Morine & R. Spaulding の授業分析システム 34) 


































A: Approval,   D: Disapproval, R: Response, B: Behavior, P: Person, 
I: Instruction,   P: Presenting, PP: Response& Repeating, E: Eliciting,  
EE: Evaluation& Eliciting, R: Recording, M: Management 






















(ii) R.L.Ober，E.L.Bentley および E.Miller の授業分析システム 35) 
この授業分析システムは，RCS(Reciprocal Category System)と ETC(Equivalent Talk 
Category)の二つから構成されている。RCS はフロリダ大学で 1967 年に Ober によって開発され








RCS のカテゴリを表 2.5 に示す。 
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1 雰囲気づくり 11 
2 受容 12 
3 他者への貢献の拡大 13 
4 誘引 14 
5 反応 15 
6 活動 16 
7 指示 17 
8 訂正 18 
9 熱意がさめる 19 
10 沈黙と混乱 10 
 
表 2.6 に示したカテゴリ構成から RCS と同様に，教師の行動と生徒の行動を対等に扱っている
ことが分かる。このカテゴリシステムは，①発問のタイプ，②応答のタイプ，③反応のタイプ，
④言語行動の系列，⑤生徒の応答に対する教師の反応が与える影響，⑥思考のレベルを分析する








表 2.6 BentleyとMillerの授業分析カテゴリ 
教師のコード 相互作用の記述 生徒のコード 
1 情報の提示 11 
2 制限的な質問思考 12 
3 発展的な質問思考 13 
4 制限的な応答思考 14 
5 発展的な応答思考 15 
6 参加した反応の主レベル 16 
7 参加した反応の広レベル 17 
8 参加した反応の終レベル 18 
9 構造的な学習行動 19 
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(iii) J.B. Hough と J.K. Duncan の授業分析システム 36) 








 表 2.7 Houghと Dancanの授業分析カテゴリ 




T1  実質的明確化       S1 
T2  実質的誘引への応答    S2 
T3  実質的情報の開始     S3 
T4  実質的応答への誘引    S4 
T5  正確なフィードバック   S5 






T7  容認                 S7 
T8  肯定的な個人的判断    S8 





T10 運営的明確化       S10 
T11 運営的誘引への応答    S11 
T12 運営的情報の開始     S12 
T13 運営的応答の誘引     S13 
 
運営的 
沈黙 T14 隠れた行動としての沈黙  S14 
T15 明確な行動としての沈黙  S15 
沈黙 
その他 X  教育的に無機能的な行動   X 








(iv) D. Landsheere の授業分析システム 37) 
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表 2.8 Landsheereの授業分析カテゴリ 
1.統制的機能 1.生徒の参加を統制する  2.教室内の行動を統制する 
3.作業の実施を統制する  4.作業の言い争いの場合の調停 
2.罰課題の機能 1.情報を課す  2.問題を課す  3.問題の解答の方法を課す 
4. 手がかりを与える意見または価値判断を課す 5.援助を課す 
3.内容展開の機能 1.刺激 2.自主的な調査を促す 3. 体系化する 
4.援助のための要請をかなえる 
4．個人の応答の機能 1.自発的参加を歓迎する 2.児童に学校外の個人的経験を話すことや報告するこ
とを促す  3.個人的問題を明らかにする  4. 教えることを個別化する 
5.児童への肯定的な
フィードバック機能 
1. 紋切り型の是認  2. 児童の答えを繰り返すことによって是認する 




る  3.特定的に否認する  4.遅れたフィードバック   5.その他 
7.具体化の機能 1.教具を使う  2.児童に教具を使うことを促す 3.音声映像機器 4. 板書 
8.肯定的な感情状態
の機能 
1.他の児童へよい例としてほめたり，名前を挙げること  2.勧誘  3.激励 
4.報償を約束する  5.報償 6.ユーモアのセンスを示す 7. 愛情ある言葉 
9．否定的な感情状態
の機能 
1.批判する，とがめる，いやみを言う機能 2.脅かす 3. 戒める 4.叱責する 
5. 罰する  6. 後回しにする 7. 否定的な個人的な応答  8.冷笑する 
 
(3) 授業過程を知るための授業分析システム 
(i) B.O. Smith の授業分析 38) 
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(ii) J. Herbart の観察システム 39) 







くときの基本単位となっている。「課業形式」の授業分析システム例を表 2.10 に示した。 
 














1.1 教師の言語行動利用 1.11 講義 
1.12 言語行動による達成 














2.2 教師と生徒の交互作用 2.21 言語的交互作用 
2.22 非言語的交互作用 
2.3 生徒の質問 2.31 許可を得ての質問 
2.32 無許可での質問 
2.4 生徒同士の交互作用 2.41  言語的交互作用 




3.1 監督下での学習 3.ll  監督下での課業学習 
3.12  監督下での自由学習 
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(iii) A.A. Bellack の授業分析システム 40) 












れる場合がある。ベラックは内容のまとまりごとに分割した発話の単位を表 2.11 の 8 種類のカテ
ゴリで分類した。 
表 2.11 Bellackの授業分析システム 
(1) 話者 教師:(T)   生徒:(P)   視聴覚機器:(A)  
(2) 教授学的行動 会話の文脈を決定する構造化行動:(STR) 発問や指示で相手の応答を導く誘引
行動:(SOL) 応答行動:(RES) 反応行動:(REA) 
(3) 題材的意味 あらかじめ当該授業の題材を授業目標の観点から分析し，その結果として題材
意味別にキーワード化したもの 
(4) 題材―論理的意味 1.分析的過程 1.1  一般的定義 1.2 外延的定義 
1.3 内包的定義 1.4 解釈 
2.経験的過程 2.1 事実の陳述 2.2 説明 
3，評価的過程 3.1 意見陳述   3.2 正当化 
4.意味不明 
(5) (3)と(4)の行数 プロトコルに表記されたときの行数 
(6) 指導的意味 1.学習作業  2.教材 3.人物 4.手続き 5.陳述 6.論理的過程  
7.一般的行為 8.声を伴った行為 9.身体的行為 10.認知的行為  
ll.情緒的行為 12.言語の技術 
(7) 指導―論理的意味 1.分析的過程 
2.経験的過程 
3.評価的過程 3.3 肯定的評価 3.4 容認 3.5 反復 3.6 留保  
3.7非容認 3.8否定的評価 3.9肯定または否定的評
価 3.10 容認または非容認 
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(4) 非言語行動を知るための授業分析 
B.M. Grant & D.G. Hennings の授業分析システム 41) 
























表 2.12 非言語行動のカテゴリ 
1.管理的行動 1.学習参加の統制  2.学習に就かせること 
2.演技行動 1.強調 2.具象的行動 3.役割演技 4.模擬演技 


























表 2.15 教授パターン分類システム 
1 パターン A 言語行動/非言語行動 
2 パターン B 言語行動 
3 パターン C 中断行動 
4 パターン D 言語行動/非言語行動 








表 2.16 行動内成分分析システム 
1 (V/S) 教授機能の役割を果たす言語行動 
2 (NV/S) 教授機能の役割を果たす非言語行動 
3 (NV/F) 教授機能の補助的役割を果たす非言語行動 
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握できるものと思われる。 
 





































































第 3 章 授業の構成 

















する。最後に，50 分または 45 分の授業時間に合わせて授業内容の配列を決定する。 
 このように授業設計では教育目標の明確化，学習者の状況把握，授業の内容と配列，授業方法，
授業形態，および評価方法等を押さえておく必要がある。授業の設計，実施，評価のフィードバッ
クシステムとして捉えた場合の全体構成は，次の図 3.1 のように示される 45)。 
 
授業目標の設定   授業目標の明確化／授業目標の妥当性／行動目標の決定／ 
↓      目標行動の論理分析／コースアウトラインの決定 
学習者の事前調査 生徒の既習知識の調査 
   ↓ 
授業計画の決定   授業内容の選択と配列／授業形態／授業方法／ 
   ↓      学習者の事前調査による設定目標の変更 
授業活動の実施   教師の説明・演示・発問・討論・叱責・賞賛／教育機器の活用 
   ↓ 
授業活動の評価   教授活動の評価／学習活動の評価／学習指導案の評価 
 





























表 3.1 授業システムの構成 






































































ら TCP/IP 技術を選び出すことができる。」，「TCP/IP の基本的な仕組みを示されて，それが TCP/IP
の仕組みであると言える。」，「TCP/IP の基本構造を図で表すことができる。」等のように示される。 
 
表 3.2 Bloomの分類学と Andersonと Krathwohlの分類学の比較 47) 







































































第 3 章 授業の構成 
(1) 目標行動 
目標行動については，1956 年に B.S. Bloom ら 48)が目標分類学を提案した。この Bloom 分類学
における指導と学習に関する内容についてL.W. AndersonやD.R. Krathwohlらは再検討して2001
年に改訂版を出版した 49)。まず，Bloom らによって作成された分類学の全体は，認知領域(1956 年)
は 6 の大項目と 28 の小項目に分類されており，情緒領域(1964 年)は 5 の大項目，13 の中項目およ
び 39 の小項目で構成されている。また Bloom 自身は作成しなかった運動精神領域の項目は，1967
年に R.H. Dave50)が 5 の大項目，1970 年に E.J. Simpson51) が 6 の大項目と 17 の小項目，A.J. 
Harrow52) が 6 項目と 20 の小項目を立てている。 
表 3.3 に Bloom の分類学と Anderson と Krathwohl の分類学の比較を行った。主な改訂点は，
Bloom の分類学の 5 と 6 が Anderson と Krathwohl の分類学では 6 と 5 に入れ替わっていること
である。これに伴って Bloom の分類学の「5．総合」が Anderson と Krathwohl の分類学では「6．
創造」に変化している。 
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的にするための働きかけである，または学びを支援するための外側からの働きかけ(外的条件)」と
し，理論と実践の両面から学習を支援する授業構成を次の９種類に分類した。 
事象 1. 学習者の注意を喚起する。  事象 2. 授業の目的を知らせる。 
事象 3. 前提条件を思い出させる。  事象 4. 新しい事項を提示する。 
事象 5. 学習の指針を与える。      事象 6. 練習の機会を作る。 
事象 7. フィードバックを与える。  事象 8. 学習の成果を評価する。 
事象 9. 保持と移転を高める。 
表 3.3 は，この 9 種類の教授事象からなる授業の構成と Gange の 5 種類の学習成果を対応させたも
のである。 
 
表 3.3 Gangeの 5種類の学習成果と授業設計の原則 


















































































































































































活動‐達成」との対応関係を検討した。Gange の 9 種類の教授事象を基に実際に導入で何をすべき
31 
 









表 3.4  Gangeの 9種類の教授事象と生徒の学習過程の対応関係 
学習過程 Gange の 9 種類の教授事象 
計画 導入･･･新しい学習への準備を整える 
事象 1 学習者の注意を喚起する。 情報の受け入れ態勢を作る。 
事象 2 学習者に目標を知らせる。 頭を活性化し，重要な情報に集中する。 
事象 3 前提条件を思い出させる。 今までに学んだ関連事項を思い出す。 
活動 情報提示…新しいことにふれる 
事象 4 新しい事項を提示する。 何を学ぶかを具体的に知る。 
事象 5 学習の指針を与える。  意味のある形で頭に入れる。 
学習活動…自分のものにする 
事象 6 練習の機会を作る。    頭から取り出す練習をする。 
事象 7 フィードバックを与える。 学習状況をつかみ，弱点を克服する。 
達成  まとめ…出来具合を確かめ，忘れないようにする 
事象 8 学習の成果を評価する。 成果を確かめ，結果を味わう。 
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(2a)パソコンの OS の使用方法を習得している場合。 

















































































１ 手順または方法の知識  ２ 部分行動 I   ３ 部分行動 II     







1 用語Ⅰの知識   2 用語Ⅱの知識 
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図 3.6 HTML学習の形成関係図 
 
図 3.6 に HTML 学習の形成関係図を示す。この学習目標の範囲と相互の関係性を示す形成関





















結び目 A が形成されることによって結び目 B が教育可能になるとき，B は A に連続すると言う。
応用性とはある結び目に連続する結び目の数であり，基礎牲とはある結び目と形成関係にある上位



































表 3.5 古代ギリシャの弁論術と現代のレトリックの捉え方の比較 
古代ギリシャの弁論術(レトリック) N. Harper の人間コミュニケーション理論 
構想 主題の問題点を探し出すこと 情報収集と解釈 概念化 
配置 構想をどのように順序立てるか 順序の指定 構築化 
修辞 配置をいかに効果的に表現するか 意味構成群の決定 記号化 
記憶 口頭弁論のための暗記 情報の保存と想起に向けての分類 範疇化 











































































































表 3.6 話し方の基本要素 


































































































2645 時数のうち 175 時数(6.6％)を占めるに留まり，さらに技術分野の授業時数は，その半分の 3.3％
である。中学校 3 年間の 87.5 時数で「材料と加工」，「エネルギー変換」，「生物育成」，「情報」の必
修内容をすべて指導しなければならない。このように製作実習にも十分な時間が取れない状況で，
これまで以上に技術教育の教育目標を明確にし，精選した教材を用いた授業を行う必要がある。 
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り方の検討が可能になる。 
 
表 3.7  G.L. Salingerの論文と日本の教育目標の比較 

































































構築する。すなわち生活や技術について，表 3.8 のように新しい評価観点からの再構築を試みる。 
 





























































ている 96) 。 









































































































表 4.1 アンケートから得た生徒のつまずき事例 








































































































図 4.2 支援の方向の関係 
 





























は表 4.3 としてまとめられる。 
 
(3) 学習支援の枠組と内容 






















表 4.4 学習支援の枠組と内容 


































表 4.5 材料と加工(木材)における計画段階の学習チェック事例 

























































































































表 4.8 情報(Web制作)における計画段階の学習チェック事例 






























 表 4.10 に Web 制作における達成段階での学習チェックについて，対象物の特性に関する観点か
ら事例を挙げた。このように達成段階では，作品が相手に与える印象を評価できることが必要であ
る。これら表 4.5 から表 4.10 の事例によって，生徒の学習過程の各段階における評価の観点が明確
になり，学習過程の中で段階的に学習チェックを行うことができるようになった。 
 
表 4.9 情報(Web制作)における活動段階の学習チェック事例 










































表 4.10 情報(Web制作)における達成段階の学習チェック事例 






































































図 4.3 「Web作品を構想しよう」という単元目標における学習支援サイクルの構成 
 
学習システムの全体における計画段階の「Web 作品の構想をたてるための準備をする」では，次


















活動 12  
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第 5章 学習支援表に基づいた Webページ制作の授業実践 
 
5.1 緒言 
















た教科書 108)-110) も利用されている。内容構成は，これまでの必修または選択の 2 内容から全て必
修の 4 内容に変わっており，学習内容も多岐に亘り充実している。ただし，技術分野の授業内容が
多くなっているものの，配当時間数は第 1 学年 35 時間，第 2 学年 35 時間，第 3 学年 17.5 時間の
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では検討できない。すなわち，ルーブリックや観点別評価では，生徒の思考形成は可視化できるも
のの，生徒の行動形成は表示できない 114),115)。さらに生徒の学習過程におけるつまずき点 116),117)












て学習支援表の必要性を議論し，PDCA(Plan, Do, Check, Action)サイクルの Plan の段階に学習支
援表を対応させて授業改善の流れを議論する。次に，学習指導を拡張し，より細かく生徒の学習過




































庭科(技術分野)の Web ページ制作における具体的な学習支援表を提案する。 
具体的な学習支援表を提案する前に，学習支援表が授業改善の中の PDCA サイクルとどのように







Plan   
 








































活動 生徒・教師の CP の内容 支援の方向 
P (計画) A (活動) C (達成) CP S I T 
導入 
Web ページ構成 WS の使い方の手順を確認する                        〇 
P11  WS の書き方の手順を聞く 〇 × × 
 A12  WS の書き方の手順を確認する 〇 △ × 
 C13  WS の書き方を確認する 〇 〇 × 
 CP14 全員に WS の書き方を確認する × × 〇 
展開 
WS に Web ページの構想（テーマ，目的，対象者，伝えたいこと）を記入する          〇 
P21  テーマ，目的，対象者，伝えたいことを
自分で考える 〇 × × 
 A22   WS にテーマ，目的，対象者，伝えたい
ことを記入する 〇 △ × 
 C23  WS にテーマ，目的，対象者，伝えたい
ことを記入したか確認する 〇 〇 × 
 CP24 全員の WS の記入状況を確認する × × 〇 
WS に Web ページの構成を記入する                             〇 
P31  Web ページの構成を考える 〇 × × 
 A32  Web ページの構成を記入する 〇 △ × 
 C33  構成を記入したことを確認する 〇 〇 × 
 CP34 全員の WS の記入状況を確認する × × 〇 
WS に Web ページの表現手段を記入する                                               〇 
P41  Web ページの表現手段を考える 〇 × × 
 A42  Web ページの表現手段を記入する 〇 △ × 
 C43  記入したことを確認する 〇 〇 × 
 CP45 全員の WS の記入状況を確認する × × 〇 
まとめ 
Web ページ構成 WS を完成する                               〇 
P51  WS の記入内容の確認準備をする 〇 × × 
 A52  WS の記入内容の確認をする 〇 △ × 
 C53  記入内容の確認をする 〇 〇 × 
 CP54 全員の WS の完成状況を確認する × × 〇 
63 
 
















が表出する。これを図示すると図 5.2 となる。 














(a)生徒自身    (b)生徒間      (c)教師から生徒 
図 5.2 学習支援の方向性 
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5.4 Web ページ構想授業での質問方向性 
授業での学習支援の方向性が実際どのようになっているか，授業実践を通して分析する。このと
き，「WS に Web ページの構想(テーマ，目的，対象者，伝えたいこと)を記入する」に対応する表
5.1 の学習支援表の P21 から CP24 の学習活動後のアンケート回答内容を分析する。 
学習支援表の活用を促すための基本的な情報収集として，学習の初期段階における生徒の思考形成
活動に焦点を当てた調査を行った。質問用紙のテーマは，「Web ページの構想(テーマ，目的，対











表 5.2 質問用紙の項目 
質問 質問内容 
(1) Web ページのテーマを考えるときに何に悩みましたか。 















Web ページの基本的な作り方や HTML のタグ，画像を表示する方法，ファイルの作成や保存方法
等であった。質問(1)と(2)の結果から，Web ページ制作の目的や動機に関しては生徒達の学習準備
が整っていたことが分かる。ただ，Web ページの作り方についてはこの構想の時点では解決してい
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表 5.3 相談相手，相談内容およびその結果 
相談相手 内容 結果 
生徒間 ・画面構成 解決 
生徒間 ・テキストエディタを使うこと 解決 
教員 ・作り方 解決 






教員 ・すべて 解決 
教員 ・タグ，リンク，書き方 解決 


















教員 ・Web ページの作り方 未決 
 
5.5 Web ページ構想授業での構想事例 
今回研究対象とした授業の前までに，Web ページ制作の流れについて説明している。この授業で
は，制作の第 1 段階の「内容を考えよう」の中で次の三つの項目を踏まえて Web ページの WS 作
成を行った。 






A4 用紙にトップページから各ページの構想図を描かせた。生徒が考えた二つの構想図を図 5.3 と図
5.4 に示す。これらの Web ページは，教科書に紹介されているリンクの構造例と対応しており，図
5.3 の構想図はネット型および順次型を，図 5.4 の構想図は選択型を含んでいる。 
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表 5.5 に示すように，結果として，計画は 10 件，活動は 4 件，達成は 1 件のつまずき事例が得ら
れた。また，表 5.5 から Web ページ制作の作業中における生徒のつまずき点は次の図 5.5 ようにグ







































































計画 6 フォントのサイズ フォントの大きさをどのようにして変えれ
ばいいか分からない。 
font size 
計画 7 文字列を点滅させる フォントを点滅させたい。 <blink> 
計画 8 特殊な記号を表示 ハートマークを表示させたい。 &hearts; 
計画 9 リンクの貼り方が分
からない 
<a href = "  ">のファイル名部分に一体
何を入れれば良いのか分からない。 












































































































HTML のそれぞれのタグの意味が分からない。(計画 4～10) 







HTML とブラウザ表示の関係が分からない(計画 3) 
Web ページ制作の段取りが分からない。(計画 1) 
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技術・家庭科(技術分野)の内容 D「情報に関する技術」の中の「実習例 1 Web ページをつくろ
う」の授業を学習支援のシステム化を考慮して設計し実践した。授業概要は下記の通りである。 




対象：3年1組 男子14名 女子6名 
今回学習した「実習例 1 Web ページをつくろう」の学習内容を表 6.1 に示す。実践授業では，
「情報に関する技術」の「実習例 1 Web ページをつくろう」の中の HTML の基本から Web ペー
ジの構想までを取り扱った。 
表 6.1 の学習内容は，授業の各回に配布する学習ワークシートの項目に対応している。第 1 回か
ら第 3 回までは，授業の始めに生徒に配布した学習内容を生徒が課題解決しながら理解する構成に
なっている。学習ワークシートには，各課題の横にチェック欄を設けており，S（生徒，Student
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表 6.1 「実習例 1 Webページをつくろう」の学習内容 
授業 学習内容 
第 1 回 




第 2 回 






第 3 回 





第 4 回 







(2) 質問紙による学習調査の結果  
 Web ページの構想を構想し制作するためには，Web ページを構成する HTML の機能を知る必要
がある。そのためにまず，HTML のタグの使い方を学習した。 
表 6.2 の質問１の結果からは，HTML の学習ではタグの書き方が難しいことが分かる。また，授
業を観察すると，まず自分で考え，次に生徒同士で相談し合い，その後教師に質問しているようで
ある。 





自分自身 生徒 教師 
文字サイズ 3 3 3 
文字の色 1 0 1 
タグの書き方 8 8 3 
保存の仕方 1 1 1 
無回答 7 ― ― 
合計 20 11 8 
 
次に「Web ページのテーマを考えるとき，どんなことを考えましたか。」という項目の中で三つ
の質問した結果を表 3 から表 5 に示した。 
表 6.3から自分自身で考えた生徒数 18人から生徒や教師に相談した生徒数 4人と無回答の生徒 2
人を引くと 18 人中 14 人の生徒が自分自身で Web テーマを考えている。またテーマを考えるに当
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自分自身 生徒 教師 
テーマは何か 7 2 0 
内容をどうするか 5 0 0 
見てもらえる工夫 2 0 0 
悩まなかった 4 1 1 
無回答 2 ― ― 
合計 20 3 1 
 
次に表 6.4 でも，回答の半数以上の生徒が自分自身で Web テーマの内容を考えていることが分か
る。また提供したい内容も 12 項目と多岐にわたっている。 
 




自分自身 生徒 教師 
動物の情報 0 1 0 
つぼ押しの場所 0 1 0 
CD のアルバム 0 0 1 
好きな曲 1 0 0 
日本と外国の比較 2 0 0 
日本のお菓子 1 0 0 
日本の料理 0 0 1 
サッカー 1 0 0 
本 1 0 0 
バラエティ番組の出演者 1 0 0 
アニメーション 1 0 0 
いろいろなこと     0 1 1 
無回答 12 ― ― 
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表 6.5 からテキスト，静止画，動画，音楽ファイルなどを使う場所は，トップページが 5 件あり，
Web ページの重要なページであると意識していることが分かる。 
 




自分自身 生徒 教師 
トップページ 5 1 0 
いろいろな場面で 4 1 0 
必要なところで 0 1 0 
お菓子の写真 1 0 0 
動物の紹介 0 1 0 
マンガ 1 0 0 
ドラマのあらすじ紹介 1 0 0 
無回答 8 ― ― 





作計測装置(KINECT 60))3 台およびビデオカメラ 3 台を配置して記録した。 
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ソフトウェアは WindowsOS上のC言語環境で開発し，約 2000行のソフトウェア 61), 131)となった。












生徒・教師の活動内容と対応する生徒・教師の動作内容を表 6.6 に示す。 
実際に授業を行うと，当初の授業計画から授業の修正を余儀なくされた場面があった。それは，
Web 構想の項目であるテーマ，目的，対象者，伝えたいことの 4 項目を記述し終えた段階で，表 6．
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ことが有用となる。 










3:18 CP10 Web ページ構成 WS の使い方の
手順を確認する。 
















7:12 CP14 全員に WS の書き方を確認する。 T 教師は生徒に WS の書き方が理解できたかを
口頭で確認する。 
8:00 CP20 WS に Web ページの構想（テー
マ，目的，対象者，伝えたいこ
と）を記入する。 




















































生徒は自分で Web ページの構成を考える。 





全員の WS 記入状況を確認する。 T 
T 
教師は生徒全員の WS の記入状況を確認する。
教師は生徒に Web ページ構成 WS を完成する
ように指示する。 
30:13 CP50 WS に Web ページの表現手段を
記入する。 
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対比させて行った。一例を図 6.4 に示すが，左側のビデオ映像で撮った図 6.4 の写真の中央の生徒
は図 6.3 に示す教卓から見て右側の生徒(以降，右の生徒に R を付記する)であり，図 6.4 の右側の
図は作成したソフトウェアを用いて動作計測装置で測定したデータを 3D 再生動画で該当部分を表
示したものである。授業場面は表 6.6 に示した CP10→P11→A12→C13→CP14 における CP10 の
作業場面であり，授業開始から 3 分 20 秒の時点で教師の指示を受けて配布されたワークシートに
名前を記入しているところである。図 6.4 の右側の 3D 動画の一場面を見ると，左手で紙を押さえ
て，右手で名前を書いている様子が伺える。 
 
図 6.4 ワークシートに名前を記入している作業（3分 20秒） 
 










象物までの距離[mm]，横時間は経過時間[分:秒]である。左下の Save as xls ボタンを押せば，1 秒




































 図 6.5 1秒毎の生徒 Rの動きの 3D動画(3分 20秒から 25秒) 
 
次頁に示す図 6.6 は授業後半の生徒 R の挙動の頭の 3 次元位置情報をグラフ化した図面であり，
グラフの左から順に左右，上下，前後(奥行き)の頭の動きを示している。図 6.6 の右下の写真は 39
分 8 秒付近で生徒 R が教師に説明している場面であり，Z 値が大きくなっていることから頭が後ろ
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図 6.6 の右側中央の写真は 39 分 42 秒付近で生徒 R が一人で作業している様子で，後ろから教員






(2)  頭の動きを伴う生徒の挙動の抽出と上半身の動きを伴う生徒の挙動の抽出 
図 6.7 は，熟慮している時のビデオで捉えた生徒の様子である。図 6.8 は，授業が始まって 6 分
33 秒後から 10 秒間の，図 6.7 に対応した教卓から向かって右側の生徒 R が熟慮しているときの頭
の動きである。6 分 40 秒近傍の動きは教師がどこにいるのかを確かめる動作をしている状態である。
生徒 R の右方向にいる教師を探す動作で，身体の重心を少し後ろに移動しつつ頭を前に倒して，振









































図 6.9 生徒が熟慮しているときの頭の動きの速度 
 
図 6.10 は，教師の個別の説明を聞いている生徒 R の様子である。図 6.11 では前後の動きが大き
いが，図 6.12 の右肩の動きと図 6.13 の左肩の動きも同期している。これは頭と同時に両肩も前後
に動いている様子を表している。 
図 6.11 の頭は 31 分 41 秒付近で X（左右）方向が右に移動して Y（上下）方向が上に移動して

































































































































頭 位置 23 7 13 
速度 36 25 38 
(2) 
 
頭 位置 10 2 54 








位置 4 4 18 
速度 39 17 18 
右肩 
 
位置 15 5 5 
速度 9 11 40 
左肩 位置 4 4 11 






頭 位置 4 4 17 
速度 9 9 25 
右肩 位置 5 3 15 
速度 6 6 6 
左肩 位置 4 2 4 








頭 位置 5 5 72.5 
速度 254 219 368 
右肩 位置 9 9 56 
速度 210 210 368 
左肩 位置 5 5 54 
速度 270 225 375 
右肘 位置 9 15 50 
速度 260 215 373 
左肘 位置 15 11 49 

























なお，31 分 35 秒付近の動作は教師が後右側から声をかけたために一度体全体を後に引いた状態で，
コメント内容に対する反応は前述の 31 分 41 秒付近の挙動である。 
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